
かごしま 市民のひろば 年（平成 年） 月 号
特 集特 集 特 集特 集

さつまっ子読書まつり
内 容 読み聞かせや人形劇など
日 時 月 日（土） 時 時 分
りとるコアラまつり
内 容 読み聞かせボランティアグループ
りとるコアラ による読み聞かせなど
日 時 月 日（祝） 時 時
共通事項
対 象 市内に住む幼児・小・中学生とその親 申し込み不要
教育について語ろう教育週間展
内 容 郷土出身教育者が著した書物や保護者のための教育や育児
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向田邦子が今も愛されているの
は、作品もさることながら、人へ
の気遣いなどに見られる彼女の
自然体の生き方が魅力的だから
ではないでしょうか。
企画展では作品に関する資料の
ほか、服や靴、小物など彼女の
おしゃれな一面も見てほしいで
すね。また今回初公開の 思い
出トランプ の一編を音読する

向田邦子の世界に触れてみては

山口育子さん
（かごしま近代文
学館学芸員）

向田邦子本人の肉声テープも貴重です。
向田邦子の魅力の感じ方は人それぞれ。向田邦子
の世界を感じに、かごしま近代文学館へぜひお越
しください

椋鳩十児童文学賞の発表記者会見
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図図書書館館文文化化講講座座図書館文化講座

本に親しんでみませんか 市立図書館のイベント本に親しんでみませんか

読読みみ聞聞かかせせをを楽楽ししみみまませせんんかか読み聞かせを楽しみませんか

文学との出会いをお手伝い 市立図書館で本と触れ合いませんか文学との出会いをお手伝い

市立図書館と地域公民館図書室（移動図書
館を除く）では全国読書週間中は、貸し出し
冊数を 冊から 冊に増やします。 紙芝居
と雑誌は 冊以内。貸出期間は 週間
期 間 月 日（水） 月 日（火）

かかごごししまま近近代代文文学学館館特特別別企企画画展展 向向田田かごしま近代文学館特別企画展 向田
邦邦子子展展 でではは、、初初公公開開のの向向田田邦邦子子本本人人のの邦子展 では、初公開の向田邦子本人の
肉肉声声テテーーププやや 阿阿修修羅羅ののごごととくく 構構想想メメ肉声テープや 阿修羅のごとく 構想メ
モモななどど約約 点点のの資資料料をを展展示示ししまますす。。モなど約 点の資料を展示します。
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かごしま近代文学館特別企画展 向田邦子展 彼女のすべて のキーワードかごしま近代文学館特別企画展文学とメルヘンの世界へ かごしま近代文学館 メルヘン館文学とメルヘンの世界へ

かごしま近代文学館・メルヘン館では、
大人も子どもも楽しみながら文学の世界へ
の関心を持ってもらえるような展示や取り
組みを行っています。
また皆さんにより親しんでもらえる施設
にするため、九州新幹線全線開業に向け、
展示施設のリニューアルを進めます。
開館時間 時 分 時（入館は 時

分まで）
休館日 火曜日（祝日のときは翌日）、

月 日 月 日

数々の人気ドラマの脚本を手がけ、直木賞を受
賞し、小説家としての一歩を歩み始めた矢先、突
然この世を去った向田邦子。し
かし作品やその生き方は今も多
くの人に愛され続けています。
この企画展では向田邦子の魅

力のすべてを から の の
キーワードにより、紹介します
期 間 月 日（金） 月
日（月）
料 金 一般 円、小・中
学生 円（常設展示と共通）

【関連イベント】
向田邦子作品朗読会
内 容 向田邦子の作品をアナウンサーによる

朗読で味わう
朗読者 岩元良介氏（ アナウンサー）

采野吉洋氏（ アナウンサー）
下松小百合氏（ アナウンサー）
田中早苗氏（ アナウンサー）
近藤久美子氏（ アナウンサー）

日 時 月 日（日） 時 時 分
場 所 鹿児島女子短期大学
定 員 人程度
申し込み 往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、
参加人数、電話番号を書いて、 月 日（必着）ま
でにかごしま近代文学館 向田邦子作品朗読会
係へ 入場無料
声に出して読む向田邦子
講 師 廣尾理世子氏（鹿児島純心女子高校教諭）
日 時 月 月の第 日曜日 時 時 分

（全 回）
定 員 人（超えたら抽選）
参加料 年間パスポートのみ
申し込み 往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年
齢、電話番号を書いて、 月 日（必着）までにかご
しま近代文学館 声に出して読む向田邦子 係へ
向田邦子が愛した画家たち
内 容 多くの絵画を集めていた向田邦子が特

に気に入っていた画家たちの絵を語る
講 師 山西健夫（市立美術館学芸係長）
日 時 月 日（日） 時 時 分
向田邦子のファッション そのおしゃれ術のひみつは
講 師 楠元洋子氏（野村服飾専門学校理事長）
日 時 月 日（祝） 時 時 分

はじめての俳句
講 師 丸山眞氏（俳人）
日 時 月 日（土）、 月 日
（土）、 月 日（土）、 月 日（土）、
月 日（土） 時 時（全 回）
吟行のときは 時 時
定 員 人（超えたら抽選）
エッセイ講座 エッセイを書こう
講 師 相星雅子氏（作家）
日 時 月 月の第 木曜日

時 分 時（全 回）
定 員 人（超えたら抽選）
読み聞かせボランティア養成講座
日 時 月の毎週木曜日 時

時（全 回）
定 員 人（超えたら抽選）

募集 かごしま近代文学館・メルヘン館講座募集

天高く頭肥ゆる秋
鹿児島市の皆さん、こんにちは。あの雄大な桜
島、それを見守る空と海。私の目に焼きついてい
る春の風景は、今頃すっかり秋色に変わっている
ことと思います。椋鳩十児童文学賞をいただいて
から半年、 ひらがな だいぼうけん は、鹿児
島市の皆さんの応援のおかげで全国に広まり、う
れしく思うと同時に大変ありがたく感謝いたして
おります。 椋鳩十児童文学賞の授賞式

ひらがな だいぼうけん で今年度
の椋鳩十児童文学賞を受賞した宮下す
ずか氏から皆さんへ文学など本への親
しみ方についてメッセージをいただき
ました。

折しも 食欲の秋 を迎え、大地の恵みや海の幸が豊かな薩摩の地において
は、舌鼓を打っている方も多いことでしょう。
私が高校生だった頃、本当によく食べました。今よりずっと丸々していて
キロ太った などと言うと、母は これ 個分ね！ と、 キロ詰めの砂糖を私
に差し出してニヤリと笑うのです。 キロ の重さを、そこでしっかりと実感
する私でしたが、多少は気にしつつも元気に食べ続けていました。
やがて月日は過ぎ行き、大きな後悔をし始めます。体だけではなく、もっと
本を読んで頭を太らせておくべきだったと。思うに、話の内容に幅広さや深さ
があり、知の世界が大きな人は明らかに読書量が多いようです。小中学生のこ
ろは本をよく読んだ私ですが、高校生になるとクラブ活動や受験やらで、読書
の時間が減ってきました。今より時間的に余裕があったし、何より吸収力や若々
しい感性があったはずです。今となっては、もう決して
戻ることのない日々を残念に思っています。

食欲の秋 は、頭や心にとって 読書の秋 です。
大いに本を読んで太りましょう。特に若いころは、ジャ
ンルを広げていろいろな栄養を摂ることをおすすめしま
す。
ところで、 月末に カタカナ ダイボウケン を刊

行予定です。前著同様、大人の方々にも読んでいただけ
たら幸いです。
私の文字たちは皆さんを何キロも太らせることはできませんが、スプーンの
先のわずかな砂糖の重さでいい、この秋、皆さんの頭や心がふくよかになって
もらえたらと、ひそかに願っています。

市立図書館では所蔵する本を活用し、
講座や展示、イベントなどを通じて、そ
れぞれの年代に応じて、文学などさまざ
まなジャンルの本との出会いをお手伝い
しています。
読書の秋。本と触れ合う絶好の機会で
す。本と触れ合って、文学のすばらしさ
に出会ってみませんか。
講座で触れ合う
成人の皆さんを対象に、文学や経済などを
テーマにした図書館文化講座を行い、本から
学ぶ機会を提供しています。
イベントで触れ合う
幼児や小・中学生とその保護者の皆さんを
対象とした読書イベントや親子の読書教室を
通じて、本と触れ合う機会を作り、文学など
への親しみを持たせます。
展示で触れ合う
椋鳩十児童文学賞作品展など年間を通じ
て、読書に関する企画展を行い、本への関心
を高めます。
乳児から本に触れ合う
市立図書館では第 金曜日に あかちゃ

んのためのおはなし会 を行い、読み聞かせ
を通じた読書の習慣づけに努めています。

宮下すずか氏
長野県出身。今回
受賞した ひらがな
だいぼうけん が初
の刊行本となる。

月 日 月 日は全国読書週間

貸し出し冊数を増やします
月 日 月 日は全国読書週間

年 度 受 賞 作 品 作 者 出版社

平成 通信 友だち貸します 石原てるこ ポプラ社
お引越し ひこ・田中 福武書店

平成 リズム 森 絵都 講談社
平成 パパにあいたい日もあるさ もとやま ゆうほ ポプラ社
平成 ちいさい えりちゃん 村山早紀 あかね書房
平成 海にむかう少年 にしざき しげる 講談社
平成 泣けない魚たち 阿部夏丸 ブロンズ新社
平成 ぼくのフェラーリ 坂元 純 講談社
平成 バイ・バイ 歳の旅だち 岡沢 ゆみ 文溪堂
平成 ビート・キッズ 風野 潮 講談社
平成 ナシスの塔の物語 みお ちづる ポプラ社
平成 天のシーソー 安東みきえ 理論社
平成 おれんじ屋のきぬ子さん 河俣規世佳 あかね書房
平成 寿司屋の小太郎 佐川芳枝 ポプラ社
平成 人形の旅立ち 長谷川摂子 福音館書店
平成 雪の林 やえがし なおこ ポプラ社
平成 走れ、セナ！ 香坂 直 講談社
平成 冬の龍 藤江じゅん 福音館書店
平成 ボクシング・デイ 樫崎 茜 講談社
平成 ひらがな だいぼうけん 宮下すずか 偕成社
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平成 通信 友だち貸します 石原てるこ ポプラ社
お引越し ひこ・田中 福武書店
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平成 バイ・バイ 歳の旅だち 岡沢 ゆみ 文溪堂
平成 ビート・キッズ 風野 潮 講談社
平成 ナシスの塔の物語 みお ちづる ポプラ社
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平成 おれんじ屋のきぬ子さん 河俣規世佳 あかね書房
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平成 人形の旅立ち 長谷川摂子 福音館書店
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この秋読んでみませんか 椋鳩十児童文学賞受賞作品この秋読んでみませんか

出版社名は受賞時のものです。購入するときは書店で在庫をご確認ください
【文化課 】

かかごごししまま近近代代文文学学館館でで文文学学をを感感じじててみみまませせんんかかかごしま近代文学館で文学を感じてみませんか

訂正 月号の 面に掲載した運動会の写
真説明にある 油須木自治会 は 川田自治
会 の誤りでした。お詫びして訂正します

楽楽ししいい親親子子読読書書教教室室楽しい親子読書教室

椋椋鳩鳩十十児児童童文文学学賞賞作作品品展展椋鳩十児童文学賞作品展

梅梅崎崎春春生生 櫻櫻島島 文文学学碑碑梅崎春生 櫻島 文学碑

鹿児島で地方色豊かな創作活動と読書活動を展開した元鹿児島県立図書館長で、
日本を代表する児童文学者の故・椋鳩十氏。
椋氏に続く児童文学者の発掘と児童文学のさら
なる発展を願い、平成 年に創設した 椋鳩十児
童文学賞 は今年で 回を数え、新人作家の登竜
門として定着し、児童文学の新進作家を発掘する
最も権威のある賞の一つとして、全国的にも高い
評価を受けています。
また リズム で第 回椋鳩十児童文学賞を受賞
した森絵都氏は、平成 年に直木賞を受賞するな
ど、受賞者は文学の世界で広く活躍しています。
【受賞作品一覧】

秋は文化に親しむ季節 市民文化祭・ふるさと芸能祭秋は文化に親しむ季節

事前投歌・事前投句は 円

第 回ふるさと芸能祭【入場無料】
内 容 伝統芸能披露や中学校吹

奏楽演奏など
日 時 月 日（月） 時 時
場 所 中央公園 雨天時は中

央公民館

五色の花コンサート【入場無料】
吉田・松元・郡山・喜入・桜島の 支所の旧議場でプロ

の演奏会を楽しんでみませんか。
日 時 喜入… 月 日（金） 時
分 郡山… 月 日（火） 時
吉田… 月 日（水） 時 分
松元… 月 日（木） 時

桜島… 月 日（木） 時 分

第 回市民文化祭

【文化課 】

行事名 日 時 場 所 入場料など

第 回南日本短
歌大会

月 日（土）
時 時 分

勤労者交流
センター 入場無料

第 回南日本
薩摩狂句大会

月 日（日）
時 時 宝山ホール 入場無料

秋の茶会 月 日（日）
時 時

仙巌園茶室
秀成荘 円

第 回鹿児島謡
曲連合会大会

月 日（日）
時 時

県民交流セ
ンター 入場無料

第 回鹿児島オ
ペラ協会研究生
演奏会

月 日（祝）
時 時 中央公民館

一 般 円
大学生 円
高校生以下無料

邦楽演奏会 月 日（日）
時 分 時 中央公民館 円

薩摩琵琶弾奏大
会

月 日（日）
時 時 分

県歴史資料
センター黎
明館

入場無料

煎茶道大会 月 日（日）
時 時

市 民 文 化
ホール 円

詩吟剣舞道大会 月 日（祝）
時 時 中央公民館 入場無料

第 回南日本俳
句大会

月 日（祝）
時 時 分

勤労者交流
センター 入場無料

行事名 日 時 場 所 入場料など

に関する本の展
示・貸出
日 時 月 日
（金） 日（月）
時 分 時
土・日・祝日は
時まで。火曜日（祝
日のときはその翌
日）は休館

城山町
作家の日常や作
品の一場面を紹
介する 作家の
心象風景 コー
ナー

かごしまメルヘ
ン館 人形たち
の広場 。メル
ヘンの世界へと
誘います

共通事項
対 象 ははじめて俳句を作る
人、 はどなたでも
参加料 は年間パスポートのみ
は無料
申し込み 往復はがきに住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号、講座名
を書いて、 は 月 日、 は 月
日（必着）までにかごしま近代文学
館・メルヘン館へ

講講座座をを通通じじてて文文学学にに触触れれるる講座を通じて文学に触れる【市立図書館 】


